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研究成果の概要（和文）：肝移植レシピエントに対する術後の身体活動基準を見出すために、活動量計を用い
て、肝移植患者の日常生活における身体活動量実態調査を実施した。術前、術後6ケ月の縦断調査では、1日あた
りの平均歩数は、術前2492（1849-3747）歩／日、術後6ケ月3887（2898-6253)歩／日であり、術後6ケ月が経過
すると、術前と比較して有意な増加がみられた。術後1年以上が経過した肝移植レシピエント101人を対象とした
横断調査では、1日あたりの平均歩数は6478±3084歩／日であった。術後経過年数との関連はみられなかった。

研究成果の概要（英文）：In order to find postoperative physical activity criteria for liver 
transplant recipients, we conducted a survey of physical activity in daily life of liver transplant 
patients using an activity meter. In a longitudinal survey of 6 months before and after surgery, the
 average number of steps per day was 2492 (1849-3747) steps / day before surgery and 3887 
(2898-6253) steps / day after 6 months after surgery. After 6 months, there was a significant 
increase compared to preoperatively. In a cross-sectional survey of 101 liver transplant recipients 
more than one year after surgery, the average number of steps per day was 6478 ± 3084 steps / day. 
No association was found with the postoperative years.

研究分野：臨床看護学

キーワード： 肝移植　身体活動量
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研究成果の学術的意義や社会的意義
肝移植は侵襲の大きな手術であり、回復に時間を要する。既存の研究においてもサルコペニア（骨格筋の減少）
が明らかになっているが、日常生活における身体活動量は、術後3ケ月で術前と同程度となっていた。しかし、
肝移植対象となる患者は、術前は生命にかかわるほどの重症例もあり、術後6ケ月をかけ、術前よりも改善して
いることが明らかとなった。術後1年経過すると、1日あたりの平均歩数は、5000歩を超えるが、日本国民の標準
よりも2割ほど少なかった。術後１年以上を対象にした調査結果では、国民標準とほぼ同程度であり、肝移植患
者の術後の身体活動回復のプログラムは、少なくとも１ケ年計画とする必要性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
肝移植は余命が限られた末期肝不全患者に対する治療であるが、術後 1 年の生存率は 85.9％

と良好な成果が期待できる 1)。また運動機能や ADLの回復、QOL向上をもたらす 2)。しかし肝

移植レシピエントは、一生涯免疫抑制剤を使用する必要があり、合併症予防の観点からもライフ

スタイルの変容が求められる。肝移植後は健常人と同様の生活ができるとされているが、最近の

海外の研究では、肝移植レシピエントの術後の身体活動量は一般人と比較して低いことが明ら

かになった 3)。また欧米の肝移植患者の約 3 分の 2 がメタボリック症候群になるとの報告もあ

る 4)。肝移植患者がメタボリック症候群になる機序はまだ明らかではないが、通常メタボリック

症候群は、日頃のライフスタイルが大きく影響している。 

以上のことから、本邦の肝移植レシピエントに対しても、メタボリック症候群予防に向けた、  

ライフスタイルの変容の積極的な看護介入の必要性が示唆されるが、これまで日本の肝移植レ

シピエントの身体活動量やライフスタイルに関する調査はまだない。各医療機関のホームペー

ジ等の情報でも、術後 6 ヶ月以上であれば運動ができるといった提案に留まり、実際の肝移植

レシピエントに対する身体活動量の基準等も存在しない。 
 
1) 日本肝移植研究会.肝移植症例登録報告.移植 49(2-3):261-274,2014 
2) Yang, L.S et al. Liver transplantation: A systematic review of long-term quality of life. 

Liver International 34(9), 1298-1313, 2014 
3) D. Masala et al. Quality of Life and Physical Activity in Liver Transplantation Patients: 

Results of a Case-Control Study in Italy. Transplantation Proceedings 44(5), 1346-1350, 
2012 

4) Michael R. Charlton. Improving Long-Term Outcomes After Liver Transplantation. 
Clinics in Liver Disease18(3), 717-730, 2014 

 
２．研究の目的 
 本研究では、研究１と研究２を実施し、肝移植レシピエントの術後の回復過程に合わせた身体

活動量の基準を明らかにする。 

研究１ 肝移植レシピエントを対象に、術前から術後 6 ケ月までの日常生活における身体活動

量の推移を明らかにする。 

研究２ 術後 1年以上が経過した 40歳以上の肝移植レシピエントを対象に、日常生活における

身体活動量の実態を明らかにし、メタボリック症候群との関連を検討する。 

 

３．研究の方法 

研究１ 肝移植レシピエントの身体活動量の変化 ―術前から術後 6ケ月の縦断調査― 

対象者：成人間生体肝移植を受ける患者 50名 

除外基準：(1)劇症肝炎の患者、(2)運動器疾患や脳血管障害による歩行障害がある患者、(3)肝性

脳症Ⅲ度以上の患者 

調査内容および方法：術前、術後 3ケ月、術後 6 ケ月、の 3時点での調査を行う。身体活動量

の計測には、万歩計型加速度計（スズケン社製生活習慣記録機ライフコーダ GS）を使用し、週

当たりの歩数と運動強度別の時間数を算出する。対象者にライフコーダ GSの取り扱い方の説明

を行い、在宅で 7日間以上の装着・計測を依頼する。 

分析：一日平均歩数と、早歩以上の活動強度にあたる強度 4以上（以下中強度とする）の 1週間

あたりの時間数を算出する。身体活動量の術前から術後 1 年までの 3 時点の比較には、分散分

析、その後の多重比較には Tukeyの検定を用いる。 

 

 



研究２ 肝移植レシピエントの身体活動量とメタボリックシンドロームとの関連―横断調査― 

目的：術後 1年以上が経過した肝移植レシピエントを対象に、身体活動量の実態を明らかにし、

さらに身体活動量とメタボリック症候群の指標との関連を検討する。 

対象者：術後 1年以上が経過した 40歳以上の肝移植レシピエント 100名 

調査内容および方法：身体活動量は、研究１と同様に万歩計型加速度計を使用し、在宅で 7日間

以上の装着・計測を依頼する。メタボリックシンドローム指標は、調査依頼時の糖尿病罹患の有

無、BMとする。 

分析：一日平均歩数と 1週間あたりの中強度活動時間数を算出する。また、術後経過時間につい

ては、経過月を連続変数とし相関分析をする。さらに術後 1 年以上 2 年未満、術後 2 年以上 5

年未満、術後 5年以上 10年未満、術後 10年以上の 4群で分析する。 

 

４．研究成果 

研究１ 

 対象者 38名に研究参加を依頼したが、術前、術後 3ケ月、術後 6ケ月のデータ収集が行えた

のは 24名（63％）であった。以下、24名の分析結果を示す。 

 男性 10名、女性 14名であり、平均年齢は 55±11（26~68）歳であった。12名（50％）が術

前は仕事をしていた。 

 術前から術後 6ケ月までの 1日あたりの平均歩数は、術前 2492（1849-3747）歩／日、術後

3ケ月 3436±1475歩／日、術後 3ケ月 3662（2452-4112）歩／日、術後 6ケ月 3887（2898-

6253）歩／日であり、分散分析の結果、3時点の差が確認された（p＜0.01）。多重比較では、術

前と術後 6ケ月、術後 3ケ月と術後 6ケ月有意差が確認された（p＜0.01、p＜0.01）。1週間あ

たりの中強度活動時間は、術前 46±73分／週、術後 3ケ月 31±31分／週、術後 6ケ月 56±69

分／週、術後 1年 68±68分／週であり、変化は確認されなかった（p=0.1665） 

 以上より、侵襲が非常に大きい肝移植を受ける患者は、他の消化器系の手術を患者と比較して

も回復には時間を要し、術前と同等の歩数となるまでには術後 6 ケ月を要していることが明ら

かとなった。 

 

研究２ 

 対象者は 101名の内訳は、男性 49名、女性 52名であり、平均年齢は 60.0±7.6（42~74）歳

であった。術後経過年数は、術後 1以上~2年未満が 13名（12.9％）、術後 2年以上 5年未満が

26名（25.7％）、術後 5年以上 10年未満が 33名（32.7）％、術後 10年以上が 29名（28.7％）

であった。BMI は平均 23.4±3.5、BMI25 以上の肥満者の割合は、25 名（24.8％）であった。

またた、32 名（31.7％）が糖尿病であった。術後経過年数と糖尿病との発症割合は、カイ二乗

検定を行ったが、有意差はなかった（p=0.1187） 

 1 日あたりの平均歩数および 1 週間あたりの中強度活動時間数と移植後経過月に相関は見ら

れなかった（P=0.950、P=0.950）。経過年 4群の比較においても、1日あたりの平均歩数は、術

後 1年以上 2年未満 5707±2392歩／日、術後 2年以上 5年未満 6561±3011 歩／日、術後 5

年以上 10年未満 6686±3193歩／日、術後 10年以上 6515±3382歩／日であり、経過による

差はなかった（p=0.8098）。1 週間あたりの中強度活動時間は、術後 1 年以上 2 年未満 65±48

分／週、術後 2年以上 5年未満 106±79分／週、術後 5年以上 10年未満 100±90分／週、術

後 10年以上 117±127分／週であり、経過による差はなかった（p=0.4401）。ただし、個別でみ

ると、1日あたりの歩数、1週間あたりの中強度活動時間ともに、経過が長くなるほど最大値は



大きくなっていった。以上より、肝移植後患者全体としては、術後 1年以上経過しても身体活動

量は増えることはないが、人によっては、経過するとともに、国民標準をはるかに超える歩数、

中強度の活動が可能となることが明らかになった。 

 
 研究１、２の結果から、肝移植を受けた患者は、術前までの身体活動量となるには術後 6ケ月
を要すること、その後は現状では著明な身体活動量が増加することはないことが明らかとなっ
た。しかし、時間経過とともに、歩数、中強度以上が可能となる対象者も確認されたことから、
活発な運動を目指すには、2年以上の経過を考慮する必要が示唆された。 
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